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◎生活目標…廊下や階段などは右側を歩き、静かに教室移動をしよう 

◎保健目標…目を大切にしよう 

◎給食目標…好き嫌いなく何でも食べよう 

 ３日（月）手づくり弁当の日 

      地域学校連携協議会② 

 ４日（火）委員会 

 ５日（水）３時間授業 下校１２：３０ 

 ７日（金）後期清掃班組織会 

１０日（月）スポーツの日 

１１日（火）５・６年６時間授業 

１２日（水）職員会議 

１３日（木）児童朝会 

１８日（火）５時間授業 

１９日（水）学習発表会予行日 

２１日（金）５時間授業 

２２日（土）学習発表会 

２４日（月）振替休業日（10/22） 

２５日（火）委員会 

２６日（水）３時間授業 下校１２：３０ 

２７日（木）集金日 

２８日（金）５時間授業 

 

 

 

秋分が過ぎ、日暮れが早くなりました。 

 そこで学校では、次のように指導していますので、ご家庭でも、ま

た、地域を歩く子どもたちにも一声かけてくださるようご協力をお

願いいたします。 

① 帰宅時刻は午後５時 

  同好会活動や習い事など以外では、５時には家にいること。５

時前でも、暗くなる前に遊びをやめて家に帰ること。 

② 同好会活動は午後５時半に終了 

 同じ方向の子ども同士で下校すること。 

 なお、車でお迎えの場合、校舎正面の路上での停車は、ご遠慮く

ださい。追い越しする車があり、横断歩道を利用する児童に危険

が及ぶことが考えられます。安全のためにご協力ください。また、

停車する場合は学校側歩道に沿って停車するとともに、市営住宅

駐車場の出入り口付近に停車しないようにお願いします。また、

停車時間が長くならないようにお願いします。 

学級担任産休のお知らせ 

この度、４年２組担任の竹高のどか先生が、お子さんの出産のため 9

月 28日から産前・産後、育児休暇に入りました。竹高先生におかれま

しては、体調に十分気を付けていただき、元気な赤ちゃんを出産してい

ただきたいと思います。４年２組の担任については、講師の先生が来ら

れるまで、校内で対応していきたいと思いますので、保護者の皆様にお

かれましては、ご理解とご協力をお願いします。 

 

八戸学院大学学生支援員のお知らせ 

１０月５日（水）より月６回程度、八戸学院大学から学生支援員が来

校し、子どもたちの学習や生活全般の支援にあたることになりました。 

荒川 茉代（あらかわ ましろ）さん 

小澤 萌花（こざわ もえか）さん 

下校時刻のお知らせ 
◆１０月５日（水）２６日（水）     

（教職員の研修のため） 

    全校３時間授業 

      １２:３０下校（給食あり） 

 

◆１０月１８日（火）２１日（金） 

（学習発表会の準備のため） 

  １～５年 １５：００下校 

    ６年 １５：４５下校 

 

◆１０月２８日（金） 

 （教職員の研修のため） 

全校児童 １５：００下校 

 ９月の教育活動へのご協力に感謝 
 校長 中奥 尚子  

 

２学期も１か月が過ぎ、１０月に入ります。夏休み明けで不安定な状態の児童もいましたが保護者のみな様

の見守り、ご協力のおかげで徐々にペースを取り戻してきました。ありがとうございました。 

９月は調子を取り戻す大切なひと月でした。それを後押しするように、日常の学習活動だけでなく、子ども

たちにとって楽しい行事がいろいろありました。 

１年生～４年生はコロナ感染拡大防止のため、延期になっていた遠足を実施しました。１・２年生は「八戸

公園」にでかけ、芝生をそりで滑り降りたりおいしいお弁当を仲良く食べたりして楽しく遊んできました。３・

４年生は種差海岸の遊歩道を歩き、潮風トレイルを満喫しました。６年生は八戸市美術館に出かけ、ジャイア

ントルームでの昼食、その後は普段は見ることのできない「バックヤード」見学をしました。また「はっち」

では、ふるさと八戸についていろいろ知ることができました。 

そして５年生です。５年生は種差少年自然の家で宿泊学習をしました。ここ数年はコロナ感染症の影響で宿

泊せずにいかだの体験だけをしていましたが、３年ぶりに宿泊を伴った体験学習を実施できました。1 日目は

いかだづくりといかだ遊びです。グループメンバー全員で力を合わせて作ったいかだで海へ漕ぎ出て、思い切

り遊びました。夜はナイトハイクです。街灯がなく、闇夜で真っ暗な中、一本のろうそくを頼りに標識をみつ

けながら協力してゴールまで歩くことができました。営火場にもどってきてから食べた、焚火であぶったマシ

ュマロやクッキーのおいしさは忘れられない思い出となったことでしょう。２日目はせんべい焼き体験をしま

した。南部地方の特産、せんべいを実際に粉からこねて作りました。炭火で焼く体験も初めての経験でした。

親元から離れて自然の家に泊まり、さまざまな体験をしながら２日間を過ごし、全員がケガ無く無事に帰って

きました。宿泊学習から帰ってきた５年生は一回りぐんと成長したような印象を受けました。 

どの学年もそれぞれが学年に合った、たいへんよい活動ができました。それも、お弁当作りや持っていくも

のの準備など、保護者のみな様の支えがあったからです。本当にありがとうございました。本校ではこれから

も子どもたちのよりよい成長のために、多様な教育の機会や場を設け、安心安全に実施できるよう、教職員一

同、努力していきたいと思います。引き続き、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

学習の一つの区切り「前期の終了」です                                                                 

学校では９月末で１年間の学習の一つの区切り「前期終了」を迎えます。これに合わせて子どもたちへ通

信票が渡りました。先生から一人一人手渡しされた通信票、特に１年生にとっては初めての通信票です。ド

キドキ、わくわくしながらもらったことと思います。子どもたちは通信票を見て、一喜一憂します。でも、

通信票は〇がいくつあったかを競うものではありません。通信票は子ども一人一人の「学び・成長の記録」

です。本当に一生懸命がんばった結果なのです。保護者の皆様にはそのがんばりを認め、たくさん褒めてあ

げてほしいと思います。子どもたちにとっては、それが次へ向かうパワーとなります。そのパワーを糧に、

後期の学習や学校生活をがんばっていってほしいと思います！ 


